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GFANZの全体像と第一生命が参加する組織

作業部会（複数あり）

▶ ガイダンス作成等、具体的な作業に携わる

ステアリンググループ
▶ プリンシパルズグループを補佐

議長 (Mark Carney氏、Michael Bloomberg氏)

副議長 (Mary Schapiro氏)

事
務
局

プリンシパルズグループ
▶ 戦略的方向性と優先順位を設定し、進捗監視

活動例 金融機関の「ネットゼロ移行計画」に関する提言とガイダンス発行

その他の
地域ネットワーク等

APACネットワーク
▶APAC地域のネットゼロ移行の加速を支援

日本支部

▶国内金融機関と関係省庁・提携

企業の連携を支え、日本のネットゼ

ロ移行加速を支援

▶コンサルテーティブグループの初代議

長に稲垣(弊社会長)が就任

サブセクターアライアンス

Net-Zero
Banking
Alliance

Net-Zero
Asset Owner 

Alliance

Net Zero
Asset Managers

Initiative

Net-Zero 
Insurance
Alliance

・・・



第一生命グループが今年8月に公表したネットゼロ移行計画

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/environment/nztransitionplan.html



第一生命グループのネットゼロ移行計画の目次

１イントロダクション

２目的と優先課題および
関連する指標と目標

３機関投資家としての
取組み

４事業会社としての
取組み

５ガバナンス

• CEOメッセージ

• ネットゼロ移行計画とは

• 移行計画の位置付け

• 移行計画の概要

• 移行計画の目的

• 排出量の構成・内訳

• ロードマップ

• 指標と目標

• 取組実績と今後の優先
課題

• 戦略の全体像

• インプリメンテーション戦略

• エンゲージメント戦略

• 役割と責任および報酬

• スキルと企業文化

• インプリメンテーション戦略

付録 • 用語集

Foundation および 指標と目標 戦略

ガバナンス



第一生命グループ グループビジョン

Protect and improve the well-being of all 
すべての人々の幸せを守り、高める

中期経営計画
(2021-2023)

グループビジョン

事業活動の
大前提

(重要課題)

地球環境課題
地域・社会に関する

重要課題
社員の

well-being

気候変動問題

100年後を見据えた持続的社会の実現
～人々の幸せ実現の大前提～

将来世代を含む
すべての人々の幸せ

あるべき未来

重要課題を
踏まえた
戦略遂行

4つの体験価値に関する
戦略遂行

資産形成・
承継

つながり・絆保障 健康・医療

海外事業戦略 国内事業戦略 財務・資本戦略

サステナビリティ取組み
ネットゼロ
移行計画

グループ経営戦略におけるネットゼロ移行計画の位置づけFoundation および 指標と目標



第一生命グループのネットゼロ実現に向けたロードマップ

現在
2020年度 ～ 22 23 24 25 30 40 50

スコープ3の削減
(投融資)

スコープ3の削減(投融資除く)

グループ全体 第一生命

スコープ1+2の削減

※1  2020年比(上場株式・社債・不動産ポートフォリオ)
※2  2020年比(上場株式・社債・不動産・融資ポートフォリオ)
※3  2019年度比
※4 Net-Zero Asset Owner Alliance

機
関
投
資
家

と
し
て

事
業
会
社

と
し
て

気候変動問題の解決に資する投融資

30%

削減※3

「グループサステナビリティ
推進委員会」設置

役員報酬KPIに
サステナビリティ指標を設定

CSuO設置

50%

削減※2

累計1兆円

100%再エネ化
50%削減※3

ネット
ゼロ

ネット
ゼロ

ネット
ゼロ

25%

削減※1

今中期経営計画期間

グループ社員の意識醸成

国際的イニシアティブへの参画・推進
GFANZ プリンシパルズ・グループ・メンバー就任
NZAOA※4加盟

ガバナンス・推進体制の強化

Foundation および 指標と目標



2022年度の取組実績と今後に向けた優先課題

運用ポートフォリオのネットゼロ実現と
投融資先企業の移行支援

事業活動におけるネットゼロ実現*

ネットゼロ実現に向けた基盤強化

中長期目標

GHG排出量2025年25％削減
(上場株式・社債・不動産、2020年対比)

気候変動問題ソリューション投融資
2024年度累計投融資金額1兆円

投融資によるポジティブ・インパクト創出
2024年度GHG排出削減貢献量150万トン

投融資先・外部イニシアティブとのエンゲージメント

スコープ1＋2排出量の2025年度50％削減
(2019年度対比)

スコープ3排出量の2030年度30％削減
(2019年度対比)

ガバナンス・推進体制の強化

グループ社員の意識醸成に向けた取組みと
業界における連携強化

今後に向けた優先課題の例

• エンゲージメントやトランジション・ファイナンスを通じた投融資先
企業の脱炭素化取組みの継続的なサポート

• 優良な投資候補案件の探索・選定の強化

• GHG排出削減貢献量の算定根拠となる情報開示の改善に
向けた投融資先へのエンゲージメント強化

• 投融資先へのエンゲージメントの実効性向上
（e.g. 業界特性や個社状況に応じた適切なアプローチ手法の検討）

• 長期的に安定調達可能な再生可能エネルギー調達手段への
切替えの検討

• CO2排出量算定の精緻化

• 気候変動対応に関する監督体制の強化
（e.g. 取締役の関与のあり方）

• グループ社員の意識醸成に向けた取組みの強化

• GFANZ等外部イニシアティブとの協働による移行計画の普及

セクション

*：GFANZのネットゼロ移行計画レポートでは、Financed Emissionに焦点を当てていますが、金融機関が事業活動における排出量を管理することも推奨されています。

Foundation および 指標と目標



2022年度の取組実績と今後に向けた優先課題Foundation および 指標と目標



2022年度の取組実績と今後に向けた優先課題Foundation および 指標と目標



投融資を通じたネットゼロへの取組み戦略

◼ 第一生命の運用ポートフォリオの
GHG排出量上位約50社に対し、
GHG排出削減に関する目標設
定水準の引き上げや取組みの実
効性向上などを促進

◼ Climate Action 100+や生保
協会などの協働エンゲージメント
を通じて、投資家としての影響力
を発揮しつつ、投資先企業の取
組みを後押し

◼ 運用ポートフォリオの排出量削減目
標の対象資産を、従前から取り組ん
できた上場株式・社債・不動産から
融資まで拡大

◼ 投融資先企業の GHG排出量を
WACI※等の複数の指標を活用して
定期的に測定・分析を行い、その結
果をエンゲージメント活動や投資判
断に反映(ESGインテグレーション)

◼ 金融機関の脱炭素取組みを推進
するグローバル・イニシアティブであ
るGFANZに参画

◼ GFANZをリードするプリンシパルズ
グループメンバーの一員となり、傘
下の作業部会に参加して社会の脱
炭素化に対する金融機関としての
役割の検討やルール・メイキングに
積極的に関与するなど、取組みを
推進

排出量削減目標
の対象資産拡大

および
排出量の分析

◼ 気候変動問題の解決に
資する気候変動ソリューション投融資
を積極的に実行し、2024年度までに
累計1兆円を目指す

◼ 投融資によるポジティブ・
インパクトの創出について、2024年
度までにGHG排出削減貢献量150
万トンCO2eを目指す

◼ トランジション・ファイナンスに関する
取組方針を策定、
脱炭素への移行に向けた資金供給を
積極化

◼ ネガティブ・スクリーニング
により、ファイナンス対象から化石燃料
による新規の火力発電所関連事業
等を除外

投融資を通じた
脱炭素への移行・

環境イノベーション創出の
後押し

エンゲージメントを
通じた投融資先企業の

取組みの後押し

グローバル
金融イニシアティブを
通じた意見発信・
ルールメイキング

インプリメンテーション戦略 エンゲージメント戦略



投融資を通じたネットゼロへの取組み戦略



投融資を通じたネットゼロへの取組み戦略





ご清聴ありがとうございました


